
肯定 やや肯定 やや否定 否定 肯定 やや肯定 やや否定 否定
生徒 60 30 7 3 生徒 43 37 13 7
保護者 29 58 11 2 保護者 19 64 15 2
教職員 5 60 35 0 教職員 19 45 36 0

肯定 やや肯定 やや否定 否定 肯定 やや肯定 やや否定 否定
生徒 59 29 9 3 生徒 29 45 17 9
保護者 40 45 11 4 保護者 23 59 16 2
教職員 32 59 9 0 教職員 13 64 23 0

文責：小林　幸子

学校評価アンケート結果のお知らせ
　　　　　　令和２年９月14日

伊豆市立修善寺中学校
校　 長　　　　鈴木　洋一

学校、家庭、地域でのあいさつ

令和２年度１学期学校評価の表れ（子ども・保護者・教職員）　　　　　　※数字の単位は％

学校生活を楽しんでいる よいところがあると思っている（自己肯定感）

いじめのない学校・学級づくり

１学期末に学校評価アンケートを実施しました。保護者の皆様には、お忙しい中、大変丁寧にご回答をいただき感謝申
し上げます。学校評価は、教育活動の成果を示すとともに、課題を明らかにし、その後の教育活動の推進や改善に資す
ることを目的としています。本校では、生徒、保護者や地域の皆様からの評価や教職員による自己評価を随時実施し、
学校づくりに生かしております。以下にいくつかのアンケート項目をピックアップして、生徒・保護者・教職員の回答を並
記しました。アンケート結果をもとに、今現在、改善に向けて取り組んでいるものもあります。お気づきの点やご意見等ご
ざいましたら、学校へお寄せください。また、２学期にも同様のアンケートを実施する予定です。よろしくお願いいたしま
す。
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１学期は、感染症の影響もあり、行事等計画通りにできませんでした。そのような中でも、学校生活を楽しんでいる生
徒の様子が見られたのはうれしいことです。２学期は、仲間作りの核となる行事が控えています。集団への所属感や連

帯感を深める機会にしていきたいと思います。
本校の生徒は、自分に与えられた活動をきちんとこなし、役割を果たすことができる生徒が多いです。そのことを認め

られることで、「自己肯定感」が高まっていくのではないかと考えます。２学期は学習や行事を通して、自分のよさをさら
に感じることができるよう、個々を認め、励ましていきます。
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早朝からのPTAあいさつ運動に学加え、日頃から保護者や地域の皆様からのお力添えをいただき、生徒はあいさつを

意識することができています。ありがとうございます。今後も場に応じたあいさつができるよう、声かけを続けていきたい

と思います。
学校はいじめのない学校をつくるよう努力している設問に対して、肯定的に捉えていただいています。本校では、道徳

や学級活動などをとおして、人との接し方や相手を尊重する態度が養われるよう働きかけました。また、教育相談やいじ
めアンケートを実施して問題の早期発見、迅速な対応に努めました。一方で、否定的なご意見があることもしっかりと受
け止め、学校の姿勢が今以上に認めていただけるよう努力していきます。


